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対する「目標」・「第 5 - 6 学年の内容とその取扱」・「指導計画の作成とその際の内容の取
扱との関係」について学ぶ。その上で OECD 提示の課題克服への活かし方を考察する。
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表 1 全体を通し育成を目指す目標─「資質・能力」と言い換える─









































































































注：上段の説明は平成28年 5 月 9 日教育課程部会・高等学校部会，資料 8 (会議後修正)の資料。下段の説明は，平成28年 5 月13日，教育課程部
会，算数・数学ワーキンググループ，参考資料 2より。

































( 1 ) 家族や家庭，衣食住，消費や環境などについて，日常生活に必要な基礎的な理解を図るとおもに，それ
らに関わる技能を身に付けるようにする。
＝( 1 )「知識・技能の獲得」
( 2 ) 日常生活から問題を見いだして課題を設定し，様々な解決方法を考え，実践を評価・改善し，考えたこ
とを表現するなど，課題を解決する力を養う。
＝( 2 )「思考力，判断力，表現力等」
( 3 ) 家庭生活を大切にする心情を育み，家族や地域の人々と関わりを考え，家族の一員として，生活をより
よくしようと工夫する実践的な態度を養う。
＝( 3 )「学びに向かう力，人間性等」
注：『小学校学習指導要領解説 家庭編』文部科学省，平成29年 6 月，11頁より。
3-2．目標の「新しさ」とは
では，「家庭」で目標に掲げられた「改革＝新しさ」とは何か。次の 3 点が抽出できる(表 6
参照)。













































出典：http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/065/sonota/__icsFiles/afieldfile/2016/09/12/1377053_01.pdf 2017年 5 月17日取得
表 6 新旧の「家庭」内容一覧と比較 (波線が新旧で異なる部分)
現行：学習指導要領の内容 改訂：学習指導要領の内容
A 家庭生活と家族
( 1 ) 自分の成長と家族
( 2 ) 家庭生活と仕事
( 3 ) 家族や近隣の人々とのかか
わり
A 家族・家庭生活
( 1 ) 自分の成長と家族・家庭生活
( 2 ) 家庭生活と仕事
( 3 ) 家族や地域の人々との関わり
( 4 ) 家族・家庭生活についての課題と実践
B 日常の食事と調理の基礎
( 1 ) 食事の役割
( 2 ) 栄養を考えた食事
( 3 ) 調理の基礎
B 衣食住の生活
( 1 ) 食事の役割
( 2 ) 調理の基礎
( 3 ) 栄養を考えた食事
( 4 ) 衣服の着用と手入れ
( 5 ) 生活を豊かにするための布を用いた制作
( 6 ) 快適な住まい方
C 快適な衣服と住まい
( 1 ) 衣服の着用と手入れ
( 2 ) 快適な住まい方
( 3 ) 生活に役立つ物の製作
D 身近な消費生活と環境
( 1 ) 物や金銭の使い方と買い物
( 2 ) 環境に配慮した生活の工夫
C 消費生活・環境
( 1 ) 物や金銭の使い方と買い物










































































協力・協働 ◎ ○ ○
健康・快適・安全 ○ ◎ ○
生活文化の継承・創造 ○ ◎ ○





































Latest Edition “Education at a Glance 2017.” OECD Indicatorsより。
















7) http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/siryo/attach/1364319.htm，2017年 8 月31日取得
8) 中学校学習指導要領は平成30年 4 月 1 日から移行措置を実施し，平成33年 4 月 1 日から全面実施となり，
小学校より 1 年遅れる。
9) http: //www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/065/sonota/__icsFiles/afieldfile/2016/09/12/137
7053_01.pdf 2017年 5 月17日取得
10) ただ，目標としての整理のされ方は改訂されているものの，各論の学びの内容は大きく変化したわけでは
ない(後述)。
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